
1 8 歳 1 ,0 3 5 1 6 0 ,5 0 0
2 0 歳 1 ,0 7 1 1 6 5 ,9 3 0
2 2 歳 1 ,1 0 6 1 7 1 ,3 6 0
2 4 歳 1 ,1 4 1 1 7 6 ,7 9 0
2 6 歳 1 ,1 7 8 1 8 2 ,6 4 0
2 8 歳 1 ,2 1 9 1 8 8 ,9 0 0
3 0 歳 1 ,2 5 9 1 9 5 ,1 7 0
3 2 歳 1 ,3 0 0 2 0 1 ,4 4 0
3 4 歳 1 ,3 4 0 2 0 7 ,7 0 0
3 6 歳 1 ,3 8 0 2 1 3 ,9 7 0
3 8 歳 1 ,4 2 1 2 2 0 ,2 4 0
4 0 歳 1 ,4 6 1 2 2 6 ,5 0 0
4 2 歳 1 ,4 7 4 2 2 8 ,5 0 0
4 4 歳 1 ,4 8 7 2 3 0 ,5 0 0
4 6 歳 1 ,4 9 8 2 3 2 ,2 0 0
4 8 歳 1 ,5 0 7 2 3 3 ,6 0 0

5 0 歳 以 上 1 ,5 1 6 2 3 5 ,0 0 0

年 齢 時 給 換 算
年 齢 別
最 低 賃 金

２ ０ １ ６ 年 ３ 月 第 ３ ３ ２ 号

先
日
知
人
か
ら
電
話

で
「
子
供
に
宇
宙
に
関

心
を
持
た
せ
た
い
の
で
、

天
体
望
遠
鏡
を
買
い
た
い
。
選
び

方
を
教
え
て
」
と
聞
か
れ
た
。
最

近
Ｔ
Ｖ
で
衛
星
打
ち
上
げ
の
ニ
ュ
ー

ス
を
良
く
見
る
の
で
、
子
供
の
将

来
を
考
え
た
ら
し
い
▼
「
天
体
望

遠
鏡
の
前
に
、
星
空
に
関
心
を
持

つ
こ
と
が
大
切
。
『
星
座
早
見
表
』

を
買
っ
て
星
座
や
星
団
な
ど
の
名

前
や
位
置
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
、

『
天
体
観
測
入
門
書
』
を
読
ん
で

子
供
と
一
緒
に
星
空
を
見
て
は
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
確
か
に
こ

の
頃
天
文
衛
星
打
ち
上
げ
の
話
題

は
数
多
く
、
現
在
日
本
の
打
ち
上

げ
成
功
率
は
96
・
７
％
と
世
界
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
「
下
町
ロ
ケ
ッ

ト
」
が
評
判
を
上
げ
た
▼
天
文
分

野
で
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞

す
る
日
本
人
も
目
立
ち
、
日
本
の

科
学
技
術
の
方
向
性
を
示
唆
し
て

い
る
。
最
近
で
は
、
米
国
の
国
際

観
測
チ
ー
ム
が
重
力
波
を
初
検
出

し
た
と
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
予
言
か
ら
１

０
０
年
が
経
過
す
る
中
で
の
大
発

見
で
、
日
本
の
「
か
ぐ
ら
」
（
岐

阜
県
神
岡
鉱
山
）
の
完
成
が
期
待

さ
れ
世
界
が
注
目
し
て
い
る
▼
こ

う
し
た
日
本
の
宇
宙
開
発
の
分
野

を
「
軍
事
利
用
」
に
大
き
く
舵
を

切
っ
た
安
倍
政
権
の
こ
と
は
余
り

語
ら
れ
な
い
。
内
閣
府
を
司
令
塔

に
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
）
を
下
請
け
機
関
と
し
て
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
宇
宙
の
軍
事
利

用
を
進
め
て
い
る
。
「
宇
宙
の
平

和
利
用
」
に
「
我
が
国
の
安
全
保

障
に
資
す
る
」
を
加
え
具
体
化
し

て
い
る
。
知
人
の
子
供
の

将
来
の

た
め
に
も
「
平
和
利
用
」
に
徹
し

て
行
き
た
い
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会
東京都品川区二葉２－２０－８ 染野ビル２Ｆ 電話 03（6421）5323

沖電気の職場を明るくする会 検索
クリ
ック

ホームページ
花言葉：思いやり

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
で

働
く
契
約
社
員
は
２
割

を
超
え
、
生
産
現
場
で

の
派
遣
社
員
は
６
〜
７

割
、
職
場
に
よ
っ
て
は

リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス
を
除

い
て
全
て
派
遣
社
員
と

い
う
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

７
割
が
年
収
２
０
０

万
円
に
届
か
ず

連
合
（
日
本
労
働
組

合
総
連
合
会
）
調
査
で

も
「
年
収
１
０
０
万
円

未
満
」
が
３
８
．
４
％

と
全
体
の
４
割
近
く
と

最
多
で
、
「
１
０
０
万

円
以
上
２
０
０
万
円
未

満
」
の
３
１
．
７
％
と

合
わ
せ
て
７
割
が
収
入

２
０
０
万
円
以
下
の
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
ー
で
す
。

「
貯
蓄
な
し
」
が
２

７
．
９
％
、
「
生
活
苦

へ
の
対
策
で
食
事
の
回

数
を
減
ら
し
た
」
が
２

０
．
９
％
。
「
医
者
に

か
か
れ
な
か
っ
た
」
も

１
３
．
０
％
な
ど
深
刻

な
事
態
で
す
。

政
府
も
「
同
一
労
働
・

同
一
賃
金
」
を
検
討

こ
れ
を
打
ち
出
し
た
背

景
に
は
大
企
業
の
決
算

が
好
調
で
内
部
留
保
を

増
や
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
賃
金
が
上

が
ら
ず
，
実
質
賃
金
は

４
年
連
続
マ
イ
ナ
ス
で

あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
破
綻

し
か
ね
な
い
の
で
す
。

企
業
は
社
会
的
責
任

を
果
た
せ

誰
で
も
が
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
も
っ
て
働
く

た
め
、
「
仕
事
が
同
じ

な
ら
賃
金
も
同
じ
」
当

た
り
前
の
事
を
早
急
に

実
現
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

16春闘での全年齢2,000円引き上げ要求込み

の計算（月額賃金を時給換算にした）

派遣労働者の待遇
（労働者派遣法附帯決議より抜粋）

◎賞与や退職金を含む賃金の均衡待遇について、

派遣元に勘案すべき内容を周知し、派遣元は

派遣先と派遣料金の交渉を行うよう指針に明

記。派遣先も派遣料金を設定する際、同業務

での均衡処遇に努めるよう指針に明記。

◎通勤手当の支給に不合理な相違があってはな

らないと指針に明記。

◎育児や介護休業が不当に制限されないよう周

知・指導する。
厚生労働省

賃金構造基本統計調査結果より（2011年）

「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は無料です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検索してください。

おかしいでしょ！

この賃金格差



従業員数　　　２０１５年３月期
臨時 正規

情報通信 1,500 12,405
その他 653 1,632
ＥＭＳ（受託生産） 447 1,284
プリンタ 394 4,963
全社共通 38 369

合計 3,032 20,653

★ あ な た の 　賃 上 げは どうで すか
２０ １６年 　 　 　？ 　 　 　？
２０ １５年 8 ,2 3 5 2 .5 2 %
２ ０ １４年 7 ,3 7 0 2 .2 8 %
従 業 員 ５００人 以 上 、主 要 ２１業 種
大 手 約 １１０社 の 集 計 。日 経 連

★ なくそう貧困・格差 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ６ 年 ３ 月 第 ３ ３ ２ 号

契
約
社
員
に
も退

職
金
を

【
群
馬
・
富
岡
】

二
月
の
定
年
退
職
者
は
、

三
人
と
多
い
人
数
で
し
た
。

四
十
年
以
上
勤
務
し
て
の
定

年
退
職
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

い
ず
れ
の
方
も
シ
ニ
ア
で
働

か
れ
る
そ
う
で
、
再
雇
用
が

定
着
し
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
契
約
社

員
の
場
合
は
、
何
年
働
い
て

も
退
職
金
が
一
切
出
な
く
て

大
変
で
す
。
職
場
に
は
、
十

年
、
二
十
年
と
契
約
社
員
で

働
い
て
い
る
方
が
い
ま
す
が

「
退
職
金
が
ま
っ
た
く
で
な

い
こ
と
を
考
え
る
と
、
が
っ

く
り
す
る
ね
」
「
他
に
い
い

と
こ
ろ
が
、
あ
れ
ば
移
り
た

い
ね
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

ま
す
。
職
場
の
中
で
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
な
の
に
、

身
分
が
契
約
社
員
と
い
う
だ

け
で
労
働
条
件
が
違
っ
て
く

る
不
合
理
さ
は
誰
も
が
感
じ

る
事
で
す
。
「
同
一
労
働
同

一
賃
金
」
が
国
会
で
も
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
。
会
社
と
し

て
契
約
社
員
の
退
職
金
支
給

を
早
急
に
実
現
し
て
欲
し
い

も
の
で
す
。

歓
迎
！半

休
制
度
の
導
入

【
契
約
社
員
】

「
契
約
社
員
の
年
次
有
給

休
暇
の
半
日
取
得
を
要
求
す

る
」
今
年
の
沖
ユ
ニ
オ
ン
の

春
闘
要
求
の
一
つ
で
す
。

「
導
入
す
る
方
向
で
検
討
す

る
」
と
会
社
側
の
回
答
。
今

ま
で
は
「
半
日
を
希
望
す
れ

ば
、
取
得
は
可
能
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
制
度
化
さ

れ
て
お
ら
ず
、
申
請
を
す
る

に
は
勇
気
が
い
り
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
半
休
を
取
り
や

す
く
す
る
た
め
に
も
「
半
休

取
得
の
制
度
化
」
が
望
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

品
質
問
題
と
セ
ッ
ト
で

作
業
状
態
の
改
善
を

【
埼
玉
・
本
庄
】

生
産
台
数
ア
ッ
プ
で
、
月

曜
日
〜
金
曜
日
ま
で
残
業
、

金
曜
日
は
一
斉
定
時
退
場
日

で
、
残
業
す
る
に
は
「
申
請

が
必
要
」
と
な
り
本
来
は
一

時
的
、
緊
急
な
場
合
だ
け
許

可
さ
れ
る
は
ず
な
の
に
！
。

月
２
回
の
休
日
出
勤
も
行
っ

て
い
る
。
静
止
状
態
の
立
ち

作
業
で
「
体
が
つ
ら
い
」

「
動
か
な
い
の
で
足
元
が
冷

え
る
の
が
つ
ら
い｣

と
の
声

が
聞
こ
え
る
。
作
業
状
態
に

無
理
が
あ
る
と
集
中
も
途
切

れ
か
ね
な
い
「
そ
う
な
ら
な

い
よ
う
に
注
意
を
し
て
い
る
」

と
い
う
が
、
い
つ
ま
で
続
く

の
か
不
安
が
残
る
。
「
品
質

第
一
」
と
い
う
が
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
を
防
ぐ
た
め
に

も
作
業
状
態
に
配
慮
を
し
た

工
夫
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

便
利
に
な
っ
た

南
浦
和
駅
の
連
絡
通
路

【
埼
玉
・
蕨
】

先
日
南
浦
和
駅
の
武
蔵
野

線
各
ホ
ー
ム
に
、
連
絡
通
路

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
武
蔵

野
線
と
京
浜
東
北
線
の
乗
り

換
え
は
通
勤
時
間
帯
は
大
混

雑
で
し
た
の
で
行
き
も
帰
り

も
乗
り
換
え
が
非
常
に
楽
に

な
り
ま
し
た
。
蕨
シ
ス
テ
ム

セ
ン
タ
ー
で
勤
務
さ
れ
て
い

る
多
く
の
方
も
武
蔵
野
線
を

利
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
連

絡
通
路
の
価
値
は
大
き
い
と

思
い
ま
す
。

特
に
京
浜
東
北
線
の
大
宮

行
ホ
ー
ム
と
武
蔵
野
線
の
新

松
戸
方
面
ホ
ー
ム
と
の
間
の

直
通
連
絡
通
路
新
設
で
帰
り

は
か
な
り
楽
に
な
り
ま
し
た
。

Ｏ
Ａ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

情報通信

プリンタ

その他

ＥＭＳ

有
価
証
券
報
告
に
１
割
を
超
え
る

場
合
の
臨
時
社
員
数
が
記
載
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

及
び
嘱
託
社
員
や
契
約
社
員
を
含
み
、

派
遣
社
員
を
除
い
た
数
字
で
す
。

臨
時
社
員
の
時
給
は
１
３
０
０
円

程
度
で
雇
用
の
調
整
弁
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
や

労
働
組
合
へ
の
組
織
化
な
ど
で
雇
用
・

生
活
の
安
定
が
切
実
で
す
。

年金積立金(１３０兆円超）の運用
基本ポートフォリオの変更 （％）

沖
電
気
を
考
え
る

第
９
４
回

臨
時
社
員
の
推
移

激
し
い
生
産
調
整

翻
弄
さ
れ
る
雇
用

１
世
帯
あ
た
り
の
平

均
所
得
が
、
５
２
９
万

円
、
過
去
２
６
年
間
で

最
低
と
な
っ
た
こ
と
が
、

厚
生
労
働
省
の
調
査
で

判
明
。ま

た
、
「
生
活
が
苦

し
い
」
と
答
え
た
世
帯

は
６
２
・
４
％
％
に
及

び
、
１
９
８
６
年
の
調

査
開
始
か
ら
最
も
高
く

な
っ
て
い
る
。

正
社
員
雇
用
が
減
り

非
正
規
の
増
大
も
影
響

し
て
い
る
。
正
社
員
化

が
必
要
だ
。

非
正
規
の
増
加
に
反
比
例

世
帯
当
た
り
の
所
得
が
低
下

中小企業や非正規の
賃上げを必ず

２０１６年 春闘

２
年
連
続
の
賃
上

げ

恩
恵
は
一
部

政
府
や
日
経
連
は
２

年
連
続
の
賃
上
げ
成
果

を
宣
伝
し
て
い
る
が
、

中
小
企
業
や
非
正
規
の

賃
上
げ
実
態
と
は
か
け

離
れ
て
い
て
、
空
虚
だ
。

賃
金
底
上
げ
の
具

体
的
成
果
を

１
５
年
、
金
属
労
協

（
約
２
０
０
万
人
）
で

賃
上
げ
獲
得
組
合
は
６

割
に
止
ま
る
。
ま
た
、

約
２
４
０
０
団
体
の

「
産
業
労
組
」
で
賃
金

の
底
上
げ
（
ベ
ア
）
を

し
た
の
は
約
４
割
だ
。

消
費
増
税
も
あ
り
、
実

質
賃
金
の
マ
イ
ナ
ス
が

続
い
て
い
る

雇
用
労
働
者
の
う
ち

労
組
に
加
入
し
て
い
る

の
は
、
約
１
７
％
。
沖

電
気
グ
ル
ー
プ
で
は
３

７
％
（
労
組
員
７
，
６

４
３
人
）
に
過
ぎ
な
い
。

労
組
に
加
入
し
て
い
る

正
社
員
し
か
、
企
業
利

益
が
配
分
さ
れ
な
い
の

な
ら
「
デ
フ
レ
脱
却
と

経
済
の
好
循
環
を
目
指

す
」
と
い
う
連
合
の
主

張
と
は
異
な
る
。

ま
た
、
中
小
企
業

（
企
業
の
９
９
．
７
％
）

で
働
く
人
は
雇
用
労
働

者
者
全
体
の
７
割
を
占

め
る
。
大
企
業
が
下
請

け
単
価
の
切
り
下
げ
を

せ
ず
、
中
小
企
業
経
営

の
改
善
に
寄
与
す
る
こ

と
も
必
要
だ
。

史上最高利益 内部留保３５４兆円

年金資産 株式５割運用に不安も

「年金積立金管理運用独立行政法人（ＧＰＩＦ）」による運用見

直しを政策の目玉にした安倍内閣。株式運用を倍化し、株価維持

の役割も担います。株安時の資産減りが危惧されています。


